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日
本
共
産
党
は
、
憲
法
が
定
め

る
生
存
権
や
財
産
権
、
幸
福
追
求

権
な
ど
基
本
的
人
権
を
保
障
し
て

い
る
の
か
、
地
方
自
治
法
が
規
定

す
る
『
住
民
の
福
祉
の
増
進
」
と

い
う
自
治
体
の
役
割
を
発
揮
し
て

い
る
の
か
と
い
う
視
点
で
決
算
審

査
を
し
て
い
ま
す
。
決
算
特
別
委

員
会
に
お
い
て
、
会
派
を
代
表
し

て
、
た
ち
ば
な
ふ
み
市
議
が
総
括

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ
１

コ
ロ
ナ
が
５
類
に

令
和
５
年
度
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
と
な
り
ま

し
た
。
感
染
状
況
の
把
握
の
仕
方

が
変
わ
り
、
市
民
か
ら
は
正
確
な

情
報
が
わ
か
ら
な
い
だ
と
か
、
感

染
し
て
も
外
出
自
粛
要
請
が
な
く

な
り
感
染
拡
大
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
っ
た
不
安
が
聞
か

れ
ま
す
。
５
類
に
な
っ
た
こ
と
で
、

医
療
費
の
自
己
負
担
が
発
生
す
る

よ
う
に
な
り
、
医
療
費
が
高
い
こ
と

を
理
由
と
し
た
受
診
控
え
で
重
症

化
を
招
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

不
安
の
声
が
あ
る
。
適
切
に
把
握

で
き
て
い
る
か
、
来
年
度
に
向
け
て
、

不
安
を
抱
え
る
市
民
へ
の
支
援
が

必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
１

入
院
制
限
は
８
件
、
感
染

状
況
に
応
じ
て
管
内
９
つ
の
病
院

及
び
医
師
会
と
意
見
交
換
会
を
開

催
し
相
互
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

医
療
費
に
つ
い
て
独
自
の
助
成
は

行
わ
な
い
が
、
注
意
喚
起
を
し
た

り
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
円
滑
に
実
施

で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
る
。

Ｑ
２

物
価
高
騰
対
策
は

続
く
物
価
高
騰
で
、
生
活
に
困
っ

て
い
る
市
民
が
増
え
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
生
活
に
困
っ
て
い
る
方

の
相
談
や
給
付
金
活
用
の
状
況
と

今
後
の
対
策
。
国
保
料
、
介
護
保

険
料
、
水
道
料
な
ど
の
公
共
料
金

の
滞
納
状
況
は
い
か
が
か
、
水
道

の
給
水
停
止
は
な
か
っ
た
か
。

Ａ
２

給
付
金
支
援
な
ど
で
安
定

し
た
市
民
生
活
の
確
保
に
寄
与
し

た
。
相
談
件
数
は
13
・
３
％
減
少
、

生
活
保
護
世
帯
数
は
増
。
国
保
の

滞
納
額
は
４
億
余
だ
が
前
年
度
か

ら
10
％
余
減
少
。
介
護
保
険
料
の

滞
納
は
９
・
５
％
減
少
。
水
道
料

金
の
収
納
率
は
99
・
56
％
。
給
水

停
止
措
置
を
令
和
５
年
11
月
か
ら

再
開
し
た
。

Ｑ
３

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

保
育
所
の
待
機
、
隠
れ
待
機
、

子
ど
も
食
堂
の
支
援
や
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
待
機
に
つ
い
て
。
利

用
定
員
数
、
施
設
数
、
待
機
児
童

数
、
今
後
の
待
機
児
童
対
策
は
。

Ａ
３

３
月
時
点
の
待
機
児
童
は

19
人
減
少
し
た
が
、
希
望
す
る
保

育
所
等
に
入
所
で
き
な
い
不
承
諾

者
数
は
２
７
３
人
で
13
人
増
加
し

た
。
引
き
続
き
年
度
途
中
児
童
受

入
対
策
事
業
な
ど
人
材
確
保
策
を

通
じ
て
保
育
士
を
確
保
し
よ
り
多

く
の
児
童
が
入
所
で
き
る
よ
う
努

め
る
。

市
内
の
子
ど
も
食
堂
は
県
や
市

社
協
の
助
成
制
度
の
紹
介
を
し
て

い
る
。
４
年
度
末
に
比
べ
19
カ
所

に
な
り
前
年
比
６
か
所
増
加
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
は

25
人
。
公
設
で
は
校
区
制
に
よ
る

受
け
入
れ
で
あ
り
、
市
全
体
で
余

裕
が
あ
っ
て
も
校
区
に
よ
っ
て
待

機
児
童
が
発
生
す
る
。
各
児
童
ク

ラ
ブ
と
も
不
定
期
な
勤
務
時
間
に

対
応
で
き
る
指
導
員
の
確
保
に
苦

慮
し
て
お
り
、
求
人
サ
イ
ト
や
学

生
ア
ル
バ
イ
ト
で
何
と
か
充
足
し

て
い
る
の
が
実
情
。

た
ち
ば
な
ふ
み
市
議
は
、
９
月

議
会
で
「
原
発
再
稼
働
は
許
さ
れ

な
い
」
と
し
て
原
発
問
題
を
６
点

に
渡
っ
て
質
し
ま
し
た
。

島
根
原
発
２
号
機
は
、
新
規
制

基
準
に
基
づ
く
適
合
性
審
査
が
全

て
終
了
し
た
と
さ
れ
、
12
月
に
も

再
稼
働
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
ち
ば
な
市
議
は
「
能
登
半
島

地
震
を
う
け
市
民
の
不
安
は
解
消

し
て
い
な
い
。
12
月
の
再
稼
働
は

あ
ま
り
に
も
市
民
の
願
い
に
そ
む

く
も
の
」
だ
と
指
摘
。
「
７
月
の

豪
雨
で
日
御
碕
の
道
路
が
崩
落
し
、

14
日
後
、
緊
急
車
両
に
限
っ
た
仮

設
道
路
が
完
成
」
「
石
川
地
震
で

は
大
地
震
の
み
の
災
害
で
あ
っ
た

が
こ
れ
が
も
し
志
賀
原
発
と
の
複

合
災
害
だ
っ
た
ら
逃
げ
ら
れ
な

か
っ
た
と
住
民
の
声
が
あ
る
」

ま
た
「
志
賀
原
発
か
ら
５
キ
ロ

圏
内
で
は
震
度
７
の
地
震
で
、

『
警
戒
事
態
』
に
入
っ
て
い
た

が
、
要
支
援
者
を
含
め
て
住
民

に
避
難
準
備
を
呼
び
か
け
な
か
っ

た
。
大
地
震
や
津
波
へ
の
対
応
に

追
わ
れ
、
原
発
の
関
連
の
情
報
を

あ
え
て
出
さ
な
か
っ
た
可
能
性
が

報
道
さ
れ
た
」
と
紹
介
。
島
根
県

は
新
た
に
半
島
部
で
ヘ
リ
ポ
ー
ト

の
適
合
地
を
調
査
し
て
い
る
が
、

内
閣
府
が
認
め
た
避
難
計
画
は
21

年
９
月
の
も
の
で
、
能
登
地
震
以

降
は
市
民
の
不
安
は
ぬ
ぐ
え
て
い

な
い
。
報
道
で
も
「
複
合
災
害
が

課
題
」
「
本
当
に
逃
げ
ら
れ
る
の

か
が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
と
し
て
「
市
民
が
100
％

安
全
に
避
難
す
る
こ
と
が
出
来
る

計
画
で
は
な
い
」
と
質
し
ま
し
た
。

安
部
俊
一
防
災
部
長
は
「
志
賀

地
域
の
孤
立
は
16
日
に
は
解
消
。

志
賀
地
域
の
調
査
ふ
ま
え
て
も
複

合
災
害
時
の
避
難
は
可
能
」
と
答

え
ま
し
た
。

舟
木
け
ん
じ
市
議
は
９
月
議
会

一
般
質
問
で
、
「
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
松
江
市
」

を
テ
ー
マ
に
５
点
を
質
問
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
訪
問
介
護
基
本
報

酬
引
下
げ
の
影
響
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

舟
木
市
議
は
「
国
は
、
基
本
報

酬
引
き
下
げ
に
よ
る
影
響
緩
和
策

と
し
て
新
処
遇
改
善
加
算
制
度
を

導
入
し
た
が
、
一
律
２
・
１
％
引

き
上
げ
と
す
る
新
加
算
の
『
激
変

緩
和
措
置
』
は
、
来
年
３
月
に
終

了
す
る
。
そ
の
た
め
そ
れ
以
降
は
、

引
き
下
げ
以
前
の
旧
加
算
率
よ
り

低
下
す
る
事
業
所
が
出
て
く
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
」
「
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
を

評
価
す
る
特
定
事
業
所
加
算
に
つ

い
て
も
、
介
護
福
祉
士
が
30
％
以

上
い
る
な
ど
要
件
が
厳
し
く
小
規

模
事
業
所
で
は
そ
も
そ
も
加
算
が

困
難
」
と
指
摘
し
、
新
加
算
制
度

に
よ
る
影
響
緩
和
策
の
効
果
に
つ

い
て
市
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

松
原
正
健
康
福
祉
部
長
は
「
新

処
遇
改
善
加
算
は
、
従
来
と
比
較

し
て
最
上
位
の
加
算
を
取
得
す
る

場
合
は
加
算
率
22
・
４
％
か
ら
24
・

５
％
に
２
・
１
ポ
イ
ン
ト
引
き
上

げ
ら
れ
た
」
「
今
年
度
の
介
護
保

険
制
度
改
正
で
、
口
腔
連
携
強
化

加
算
や
、
中
山
間
地
域
等
に
居
住

す
る
利
用
者
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

要
件
と
す
る
特
定
事
業
所
加
算
Ⅴ

等
が
新
設
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

を
取
得
す
る
こ
と
で
訪
問
介
護
の

報
酬
引
下
げ
に
対
す
る
影
響
は
緩

和
で
き
る
と
考
え
て
い
る
」
と
答

弁
ま
し
た
。
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